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鍋島  恵美子 所属・職名 生活福祉学科 教 授 

専 門 領 域 高齢者福祉 介護全般 学 位 称 号 修士（健康福祉学）2002(平１4) 

最 終 学 歴 1970(昭45) 長崎純心女子短期大学社会科 卒業 
2002(平14) 西九州大学大学院健康福祉学研究科修士課程修了 

資格・免許等 社会科教諭中免 2級  図書館司書  司書教諭資格  介護福祉士  社会福祉士  
社会福祉主事   介護支援専門員  レクリエーションインストラクター 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

担当科目 
老人福祉論ⅠⅡ  社会福祉援助技術  社会福祉援助技術（演習）  生活構造論  
社会の理解Ⅱ 人間関係とコミュニケーション レクリエーション活動援助法Ⅱ（演習） 

介護過程  介護実習ⅠⅡⅢ  

教育方法の実践例 
 
教材の開発 
 
教育改善活動等 

●教育方法の実践例 
①視聴覚教材の活用 
学生は人生経験や介護体験が少ないので、NHK教育テレビなどの番組から、高齢者や

障害者の事例等を題材にした番組をビデオにとり、テキストによる講義だけでなく、実

際の場面を見ることにより理解が深められるようにしている。 
科目名：老人福祉論、生活構造論、介護過程等に活用 

②小試験の導入 
講義内容をより理解させるため、科目に小試験を導入し、理解度を確認しながら授業を

展開している。 
③双方向の授業の展開 
一方向の授業ではなく、演習を多くし学生が授業に参加できるように心がけている。 

④卒後生と在校生の集いの企画・実施 
卒業生を対象に介護支援専門員の受験対策講座を2日間開催。その他、卒後教育に学生も参

加させ、双方と教員の教育効果を図るよう企画立案する。在校生は、卒業生の話に感銘を受

けたり、介護に対する意識の高揚が図られている。 
 
●教材の開発 
①「介護実習の心得」の作成・改編 
介護実習に際しきめ細かな指導をするための手引き「介護実習の心得」を新カリキュラ

ム導入に伴い改編する。 
②介護実習のケアプラン作成のためのアセスメントシート・ケアプラン様式の見直し 
③介護実習・介護総合演習のテキスト執筆（株 みらい出版） 
 
●教育改善活動 
①新カリキュラムの編成 
 平成 21年よりカリキュラムが大幅に改正され、それに伴って全体を見直し編成。 
②社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム(ＧＰ)における介護予防支援員養成講

習プログラムの作成、及び新カリキュラムに「介護予防支援学」の科目を設け、介護予

防支援員の資格を導入する。 
③平成 21年度 先導的大学改革推進委託事業 
 調査研究テーマ「短期大学における今後の役割・機能に関する調査研究」の「介護福祉

士養成における専門的職業能力の育成の在り方」部門における研究員（質問調査項目の

作成、短大訪問調査、研究結果の執筆、モデルカリキュラムの作成等） 
職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

《 平成１８年度～平成２２年度 》 

著  書  ・  学  術  論  文  等  の  名  称 単著・ 
共著の別 

発行所・発表雑誌等 
又は発表学会等の名称 

発行又は 
発表の年月 



（著書） 
1．高齢者施設用語辞典 
2．第４回保育士試験解説集 
3．ワークで学ぶ介護実習・介護総合演習 
 
（学術論文） 
1．介護福祉教育第13巻1号   

卒後教育の効果に関する研究 
2．昭和の生活文化研究  
 
3．体験型学習による教育方法の改善を目指して(第1報） 
～一般教育教養科目「あすなろう体験」授業の検証～ 

4．佐賀短期大学における初年次教育の取り組みとその評価 
～一般教養科目「あすなろう」への学生による授業評価から～ 

5．介護予防サービスにおける現状と介護職の役割 
～佐賀県の介護予防サービスの実態調査より～ 
 

（学会発表） 
1．卒後教育の効果についての研究 
～卒後教育を通し、介護福祉士の質の向上・本学学生への効

果・教育のあり方を検証する～ 
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中央法規出版株式会社 
中央法規出版株式会社 
（株）みらい 
 
 
中央法規出版株式会社 
 
永原学園 佐賀短期大学

紀要 第 38巻 
永原学園 佐賀短期大学

紀要 第 38巻 
永原学園 佐賀短期大学

紀要 第 39巻 
永原学園 西九州大学短

期大学部 紀要 第40巻 
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研究助成等 

文部科学省 大学教育高度化推進特別経費 2006 
文部科学省 大学教育高度化推進特別経費 2007   
永原学園  教育研究助成金 2007 
文部科学省 社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム 2007～2009 
佐賀県   緊急雇用創出事業における介護予防支援員養成事業 2010 

学  会  及  び  社  会  に  お  け  る  活  動  等 

・1993（平   5）佐賀県社会福祉士会入会（2002 ～副会長 2010～会長） 
・1994（平   6）日本社会福祉士会入会 （現在に至る） 
・1995（平   7）日本介護福祉教育学会入会（現在に至る） 
・1996（平   8）日本社会福祉学会入会（現在に至る） 
・1997（平   9）佐賀県介護福祉士会設立（初代会長）・日本介護福祉士会入会（現在に至る） 
・2000（平 12）日本介護福祉学会入会（現在に至る） 
・佐賀県社会福祉協議会 苦情解決小委員会委員（2010年 6月まで） 
・NPO助成審査委員（2003～）九州労働金庫佐賀県支部主催（審査委員長 2005～現在に至る） 
・NPO法人事業所の理事「たすけあい佐賀」「福祉サービスこころ」「余暇センターきたじま」

「とさくさん」（現在に至る） 
 ・佐賀ライトハウス 六星館 評議員（現在に至る） 
・佐賀県長寿社会振興財団理事（現在に至る） 
・佐賀県高齢者大学講師（現在に至る） 
・麻生医療福祉専門学校・共生館…社福士通信 相談援助スクーリング講師（現在に至る） 

2006（平 18） ・介護福祉士国家資格実技試験問題策定委員幹事委員（2008年6月まで） 
・介護福祉士会九州ブロック大会のシンポジウムでコーディネーターを務める。 於佐賀県 
・介護福祉教育学会において分科会座長及び発表「卒後教育に関する研究」 於 佐賀県  

2007（平 19） ・JＡ助け合い組織活動レベルアップ講座「コミュニケーションコース」講師 
・日本介護福祉養成施設協会九州ブロック教員研修会においてシンポジウム「カリキュラム 
改定を踏まえて」のコーディネーターを務める。 於 佐賀県  

       ・社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム委託事業（ＧＰ）『佐賀県における産官学 
連携による「介護予防支援士」養成プログラム』企画・運営責任者（2007～2009） 

       ・卒後教育の効果についての研究 学会発表 
～卒後教育を通し、介護福祉士の質の向上・本学学生への効果・教育のあり方を検証する～ 

2008（平 20） ・鹿島市高齢者保健福祉計画策定委員長 
       ・佐賀新聞論壇投稿（2007年11月～2008年 10月 8回） 
       ・佐賀県行政改革委員 



       ・日本学校（高校）農業クラブ佐賀大会審査委委員 
       ・鹿島市障害者基本計画策定委員 

・佐賀市老人保健福祉計画策定委員 
・介護実習指導者研修会講師 主催佐賀県介護福祉士会（現在に至る） 

2009（平 21） ・先導的大学改革推進委託事業「介護福祉士養成における専門的職業能力の育成の在り方」   

部門における研究委員（2010まで） 
・九州環境医療福祉専門学校  相談援助演習スクーリング講師（2010年まで） 

       ・山内町大野病院 「身体拘束禁止」について職場内研修講師 
・佐賀県介護保険事業連合会理事（現在に至る） 
・NPO法人こころ 職場内研修 講師 
・認知症について 研究会講師 佐賀県社会福祉協議会主催 

2010（平 22） ・公益社団法人佐賀県社会福祉士会会長就任（現在に至る） 
・佐賀中部広域連合 介護保険認定審査委員（現在に至る） 

       ・NPO 法人佐賀VOISS 理事（現在に至る） 
       ・九社連老人福祉施設協議会職員研究大会 分科会座長 佐賀県老人福祉施設協議会主催 
       ・佐賀県介護支援専門員連絡協議会委員 
       ・特別養護老人ホーム天寿荘 職場内研修「介護リスクマネジメント」講師 
       ・特別養護老人ホーム光風荘 職場内研修「接遇マナー」講師 
       ・緊急雇用創出事業における介護予防支援員養成事業の企画・運営・実施（責任者） 
        

 


